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Abstract.   In the late period of May in 2014 (spring), appearance time of terrestrial 
hermit crabs was observed in Shirahama town, Wakayama Prefecture, Japan. As a result, 
they appeared frequently from sunset to midnight of the day, and appearance in daytime 
is very rare and no appearance in rainy time. 
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（要約 ）
　2014年 5月下旬の 8日間（春季），毎日，様々な時間帯に和歌山県白浜町の一箇所でオカヤドカリ類の
出現し始めの時期に一日の出現時刻を調査した．その結果，オカヤドカリ類は日の入りから真夜中まで頻
繁に現われ，日中にはほとんど出現しないで，雨天時には全く現われなかった．

はじめに

熱帯系のオカヤドカリ類が，日本での自然
分布の北限にあたる紀伊半島の和歌山県白浜町
で暖季に出現する（久保田，2011a, b, 2012 a, b, 

2013）．この最北限の地で彼らが一年で出現し
始めた時節に，１日の内でいつ現れるのか，8

日間連続して毎日，色々な時間帯に調査したの
で報告する．

材料と方法

2014年 5月 24日 4時から 5月 31日 23時 59

分の期間中，毎日，和歌山県白浜町番所崎の根
元に位置する不動明王付近（洞の中とその周辺
部で約 100m

2）で，オカヤドカリ類が出現する
時間帯を調査した．この期間中は日の出が 5時
頃で，日の入りが 19時頃なので，19時から 5

時までを夜間，残りの時間帯を昼間とし，夜間
と昼間を均等分割して１日を 4分割し（表１），
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できるだけ様々な時間帯（最短約 1時間の間隔）
にオカヤドカリ類の出現数をカウントした（1

分割の時間帯当たり最多で 5回，１日では最多
は 12回）．調査期間中の天候はよかったが，5

月 26日夕方から雨天となりその日の深夜まで
降雨があった．アルコール温度計でほぼ毎回の
調査時に気温を岩窟内で測定した結果，16℃か
ら 23℃までの変化があったが，大半は 20℃を
越えていた．なお，オカヤドカリ類は国指定の
天然記念物なので，この調査には県と町の許可
（指令文第 120の (3)）を得て行った．

結果と考察

当該調査地点では 2014年 5月 19日 22時 30

分（気温 22℃）に今年の初出現が１個体で確
認された．それより約一週間後に実施した今回
の 8日間の連続調査により，様々な時間帯での
計 65回の観察で 81個体のオカヤドカリ類がカ
ウントされた．ただし同じ個体が繰り返して出
現しているかは確かめていない．
１日を 4分割した時間帯毎に 8日間の出現

総数を調査総回数で割った値は，深夜 0時から
日の入りまでの３分割時間帯ではどれも 1.0を
大幅に下回っていたが，日の入り頃の 19時か
ら深夜の 12時までは，雨天日の 1日を除き（5

月 26日），複数個体が必ず出現した（8日間の
出現総数を調査総回数で割った値は 3.0）．１日
当たりに出現した総個体数は，最多で 19個体
で（5月 25日の 8回調査で平均 2個体 /回），
夜間に降雨があると全く出現しないことがわ
かった（表 1）．5月 25日には降雨が来ない岩
窟内にも出現は全くなかったので，昼間に潜ん
でいる場所に留まっているのであろう．
以上の結果を当該調査区でのオカヤドカリ

類の出現終盤時期の状況（久保田 , 2012b）と
比較すると，秋季の調査期間中の日の出は 6時
頃で，日の入りが 17時 30過ぎ頃なので，夜間
の時間の長さや時刻の差は当然あるが，どちら
の時節でも，夜間の前半に頻繁に出現しており，
日の入りから行動を開始する夜行性であると言
える．なお，5月 27日の 18時 45分から 23時
45分まで 4回調査したが，この期間中は気温
が 20℃以下だったが（18–19.5℃），全回でオカ
ヤドカリ類の出現が見られた（計 14個体）．
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表１．和歌山県白浜町不動明王付近でのオカヤドカリ類の出現個体数の継時的変化（2014年春）＊
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